
2024 年 12 月度・伊豆巡礼報告  

2024/12/11（水）晴れ・午後やや暑い 

巡路＝堂ヶ島 9:38-浮島・カツオ店 10:06-安良里 85 番札所・大聖寺 11:14～40-バス-黄金崎（昼食）

12:00～45-バス-大聖寺 13:00～15-黄金崎トンネル-干物屋-賀茂トンネル-恋人岬 15:13-三

島-長泉（満貫にて忘年会・高野山反省会） 

参加＝10 名   

距離＝約 15ｋｍ。 

 
前回最終の堂ヶ島から出発。天気は良く暖かい。 

「トンボロ」に行きたかったが、午前の干潮は７：３０。時間は、既に９：３０で潮は上

がっていた。 

浮島の土産店に「塩カツオ」が下がっていた。江戸時代から西伊豆では保存食として作ら

れているようだ。美味しそうだが、匂いがモーレツだった。 

 

 
堂ヶ島 

 塩カツオ 



R１３６を北上する。交通量は多い。 

そして、今回のコースはトンネルが多かった。黄金崎まで何と「１５穴」ある。 

最長は、黄金崎トンネルで約１ｋｍ。 

トンネルは、暗いうえ、足場が悪く、騒音、埃、風圧が酷い。特に、大型車が高速で通過

すると最悪。中には、無灯の車があり、これは恐ろしい。 

 

 
怖いトンネル 

 

今回は、朝からトラブルだった。 

裾野方面の方が休みで、裾野市役所はナシと思っていたが、実は三島の K ご夫妻がいた。 

三島在住なので、すっかり忘れていた。三島駅から U ターンして拾いにいった。３０分ロ

ス。これが「第一のトラブル」 

こんな時は、とかくトラブルは続くもの。結局、最後の最後まで続いた。 

                   ■ 

安良里（あらり）の八十五番札所・大聖寺に着いたが、先を歩いていた５名が居なかった。 

R１３６をドンドン行ってしまったようだ。 

仕方がないので、大聖寺は９名でお勤め。これが「第二のトラブル」だった。 

寺は昔、朝着いたら年配の住職が何か「酩酊状態？？！！」だったことを思い出した。ご 

本尊は、数少ない「不動明王」でご真言が長い。千日回峰の「堂入り」の１０万回の真言

と同じ。 

ここで１１：３０になったので、バスで黄金崎に向かい昼食。 

先行した参加者も途中で拾った。 

黄金崎では外のベンチで昼食をいただいた。 

トイレ時、事務所に寄ったら事務のＳさんが居た。 



Ｓさんは「巡礼に興味あり」で今年１月、三島のバス巡礼の説明会に参加したという。 

黄金崎からバスで大聖寺に戻り、記念写真を再撮して午後を開始。 

天気は相変わらず良く暖かい。 

後で「待って！！」の声がした。何かと思ったら、T さんの靴底がパックリ剥がれていた。

経年劣化だ。靴は使用後、水洗いして「冷暗所」に保管する。高温多湿は劣化を促進させ

る。また、清掃時に靴の状態を確認することが肝要だ。K 女史が巧みに紐で縛って事なき

を得た。これが「第三のトラブル」 

                   ■ 

トンネルが多い。黄金崎トンネルが最長。 

トンネル歩道を歩いて行ったら、何かに引っ掛かった。 

見れば、リングの電線があった。このリングは、後のトンネル内でも何個か見られた。 

何故か車道でなく歩道に乗っている。何だろう。 

非常に危険なものだった。 

賀茂トンネル手前で、いつも寄る干物屋に入る。前回は外のコンロで干物を焼いて振舞っ

てくれたが今回はナシ。そんなことで、多くの方は何も買わなかった。 

 

 
バナナの花と実 

 

 



賀茂トンネル過ぎでバナナの花が咲いていた。 

花はあまり見たことはない。奥には、小さいがバナナがたわわに実っていた。 

まだ青いが暖かくなり熟せば食べれそうである。 

恋人岬が見えた。 

最後、ダッシュして、今年最後の巡礼を終えた。 

今年も無事終えて良かった。皆さん・ドライバーに感謝です。来年も頑張ろう！！！ 

「第四のトラブル」は、如何に？？！！ 

 

大聖寺 

 恋人岬 

 

 今年もお疲れ様でした 


